
学位論文の審査結果の要旨 

 

論文題目「Studies on Dye Cation Reduction and Charge Recombination Kinetics in 

Dye-Sensitized TiO2 Solar Cells」に関し、極限材料工学講座における審査基準に従って

審査を行った。これまでに申請者の得た研究成果は、講座審査基準を満たす 4 報の学術誌

に掲載済みである。さらに、提出された審査学位論文が発表済み論文に従って記述されて

いることを予備審査において確認した。本審査では、審査学位論文の内容に関し外部審査

委員である山形大学 吉田司教授を含む５名の審査委員で審査を行った。論文審査では既

報に対する本論文内容の位置付けと得られた結果の発展性について指摘を受け修正を行っ

た。平成 27 年２月 2 日に最終試験として論文内容に関する発表と審査委員からの質疑応

答を行い、論文内容に関する詳細な審査を行った。質疑では基礎的な内容から研究の核心

部分となる内容まで質問を受け回答した。 

 本論文は色素増感太陽電池における電荷移動速度の測定精度の向上と移動速度に影響を

与える因子の解明を目的とし、電荷移動機構の解明に向けた研究を系統的に展開している。

研究目的に必要な実験装置の改良を達成し、その結果、分子構造が還元速度に与える新た

な因子を発見した。また電荷再結合に関する仮説を傍証する結果を得た。これらは色素増

感太陽電池に対して一般的に用いることができる知見を与え、今後の発展に寄与する結果

であり、審査員全員から申請者が大学院修了者としての学力を有し審査論文は学位論文と

して認められると評価された。 
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